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　人ロの動き
一11月1日現在一
男4，183（一3）
女4，249（一3）
計8，432（一6）
世帯数2，257（±0）

　（）は前月比較

るも作戦の妙えも耐く弓
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いつまでも健康でありたいものです

現

状

で

の

問

題

点　　
」

・高齢社会の到来で介護を必要とする人が急増。

・核家族化や就業する女性の増加などに起因し、高齢者が

高齢者を介護するなど、家族介護力が弱まり対応が困難。

・介護のために退職を余儀なくされるサラリーマンの増加。

・これまで介護の制度が完備されていなかったため、医療

保険の中で介護を理由とする長期入院（いわゆる社会的

入院）が多発。

・現在は市町村がサービスの種類・提供機関を決めるため、

利用者が選択できない。

・老人施設の入所など、中高所得者層の負担が大きすぎる。

・現行の高齢者介護制度は、老人保険制度と老人福祉制度

に二分されているため、利用手続きや利用者負担の不均

衡から総合的なサービスが利用できない。

　このような問題点を解決す

るため、介護を社会全体で支

えるとともに、介護需要に対

応するサービスを一元的、総

合的に行う仕組みの制度の創

設が求められてきました。

　このようなことを背景とし

て、利用しやすく公平な介護

サービスの実現を目指し国、

県、市町村及び保険加入者で

支え合う介護保険制度が創設

されたのです。
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65歳以上の
高齢者
（第1号被保険者）
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40歳以上
64歳以下の現役世代
（第2号被保険者）

10．11．10＠



人
福
祉
制
度

老塵 ・ホームヘルプサービス（ホームヘルパーの訪問介護）

・ショートステイ（特別養護老人ホームヘの短期入所）
・デイサービス（施設通所の日帰りサービス）
・福祉用具の給付、貸与

・ホームヘルプサービス

・ショートステイ

・デイサービス

・福祉用具の給付、貸与

・老人訪問看護

・リハビリテーション

・痴ほうの高齢者のための

グループホーム

騰 ・特別養護老人ホームの入所
…………簿i

…ll警i

老
人
保
健
制
度

きi難iき…

・老人訪間看護

保麗 ・老人保健施設（入所施設）

・療養型病床群（入院施設）

……………難……1

……………纏ii

・特別養護老人ホーム

・老人保健施設

・療養型病床群
沿h　　　　　　　　　購灘盤篠i獲懸薩萎i……lk　ハハ

★　従来二つの制度で対応していたサービスを、新しい介護保険制度に移行させて一元化

　しました・新しい制度に移行してもサービスの内容は特に変わりません。

　【現行のサービス】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【介護保険のサービス】
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★　介護保険制度は町（保険者という）が運営します。加入者（被保険者という）は

　40歳以上の方になります。

⑬10．11．10

加　　入　　者 保険料の算定方法 保険料の支払方法
☆　保険料の支払方法は二つあります。
【特別徴収】

65歳以上の方 ☆　保険料は、所得に応じて5段 年金の支給月額が3万円以上（予定）

（第1号被保険者という） 階に分けて設定されます。
の方は年金から天引きになります。
【普通徴収】

年金の支給月額が3万円未満（予定）
の方は町が徴収します。

【国民健康保険の加入者】

☆　保険料は、所得、資産、世帯 ☆　保険料は、国民健康保険税に上乗せし
構成人数の状況によって計算 て徴収されます。

40歳以上
されます。

64歳以下の方 【国民健康保険以外の医療保険

（第2号被保険者という）
加入者】

☆　保険料は、給料に一定の率を ☆　保険料は、給料から引かれている医療
乗じて計算されます。そのう 保険に上乗せして天引きされます。
ち、事業主が半分を負担しま
す。
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食
事
や
洗
面
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ト
イ
レ
や
入
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と
い
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た
日
常
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ら
し
の
場
面
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水
は
、
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
だ
れ
も
毎
日

使
う
も
の
で
す
か
ら
、
安
全
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が
確
保

さ
れ
な
け
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ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
お

届
け
す
る
た
め
に
、
毎
月
水
質
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
表
は
、
九
月
に
行
っ
た
水
質
検

査
の
う
ち
上
水
道
、
室
島
簡
水
、
臼
倉

簡
水
の
水
道
端
末
に
お
け
る
検
査
結
果

で
す
。
検
査
項
目
は
四
十
七
あ
り
、
そ

の
い
ず
れ
も
水
質
基
準
に
適
合
し
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
安
心
し
て
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

区　　　　分 上　水　道 室島簡水 臼倉簡水
水　　　　　　　源 深井戸 湧水 湧水

浄　　水　　施　　設 千手浄水場 室島浄水場 臼倉浄水場

検　査　種　別 基準項目（47項目） 基準項目（47項目） 基準項目（47項目）

検　水　種　別 給水栓水 給水栓水 給水栓水

水　　　　　　　温 23．4℃ 21．5℃ 21．0℃

採　水　年　月　日 9月9日 9月9日 9月9日
採　　水　　場　　所 岩瀬地内 室島地内 小臼倉地内

採水時残留塩素 0．2㎎μ 0．4mgμ 0．2mgμ

分類 検査項　目 水　質　基　準
検　　査　　結　　果

上　水　道 室島簡水 臼倉簡水

病原

生物

一般細菌 1m尼中100以下 0 0 0
大腸菌群 検出されないこと 検出しない 検出しない 検出しない

無
機
物
質
重
金
属

カドミウム 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

水銀 0．0005mgμ以下 0．00005未満 0．00005未満 0．00005未満

セレン 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

鉛 0．05mgμ以下 0，005 0．001未満 0，002

ヒ素 0．01mgμ以下 0，004 0，002 0．001未満

六価クロム 0．05mgμ以下 O．005未満 0．005未満 0．005未満

シアン 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

硝酸性窒素及び亜硝酸1生窒素 10mg／2以下 0．6 0．5 0．8

フッ素 0．8mgμ以下 0．20 0．17 0．20

一
般
有
機
化
学
物
質

四塩化炭素 0．002mgμ以下 0．0002未満 0．0002未満 0．0002未満

1，2ジクロロエタン 0．004mg／2以下 0．0004未満 0．0004未満 0．0004未満

1，1一ジクロロエチレン 0．02mgμ以下 0．002未満 0．002未満 0．002未満

ジクロロメタン 0．02mgμ以下 0．002未満 0．002未満 0．002未満

シスー1，2一ジクロロエチレン 0．04mgμ以下 0．004未満 0．004未満 0．004未満

テトラクロロエチレン 0．01mg／¢以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

1，1，2一トリクロロエタン 0．006㎎μ以下 0．0006未満 0．0006未満 0．0006未満

トリクロロエチレン 0．03mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

ベンゼン 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

消
毒
副
生
成
物

クロロホルム 0．06mgμ以下 0，008 0，003 0，008

ジブロモクロロメタン 0．1mg／尼以下 0，002 0，002 0，004

ブロモジクロロメタン 0．03mgμ以下 0，004 0，002 0，007

ブロモホルム 0．09mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

総トリハロメタン 0．1mgμ以下 0，014 0，007 0，019

農
　
　
薬

1，3一ジクロロプロペン 0．002㎎μ以下 0．0002未満 0．0002未満 0．0002未満

シマジン 0．003㎎μ以下 0．0003未満一 0．0003未満 0．0003未満

チウラム 0．006㎎／¢以下 0．0006未満 0．0006未満 0．0006未満

チオベンカルブ 0．02㎎μ以下 0．002未満 0．002未満 0．002未満

お
眉
け
し
ま
す
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り
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大
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い
ま
し
ょ
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下
水
道
の
普
及
な
ど
、
私
た
ち
の
生
　
　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限
り
あ
る
貴
重
な
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活
環
境
が
改
善
さ
れ
便
利
で
快
適
に
な
　
　
資
源
で
す
。
こ
の
大
切
な
資
源
を
私
た
　
」
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年
々
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水
の
需
要
が
増
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一
人
ひ
と
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が
自
覚
し
、
大
切
に
使
　
1

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
は
無
尽
蔵
　
　
い
ま
し
ょ
う
。



分類 検査項　目 水　質基　準
検　　査　　結　　果

上　水　道 室島簡水 臼倉簡水

色

亜鉛 1．0㎎／尼以下 0．01未満 0．02 0．22

鉄 0．3㎎μ以下 0．07 0．04 0．05

銅 1．Omgμ以下 0．01未満 0．01未満 0．01未満

マンガン 0．05mgμ以下 0．005未満 0．005未満 0．005未満

味
　
　
覚

ナトリウム 200mgμ以下 11．0 8．8 15．0

塩素イオン 200mg／2以下 5．0 7．0 11．0
硬度（カルシウム・マグネシウム等） 300mgμ以下 50 31 130

蒸発残留物 500mgμ以下 150 120 280
有機物（過マンガン酸カリウム消費量） 10mgμ以下 1．0 0．8 0．6

発泡 陰イオン界面活性剤 0．2mg／2以下 0．02未満 0．02未満 0．02未満

に
お
い

1，1，1一トリクロロエタン 0．3mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

フェノール類 フェノールとして0，005㎎μ以下 0．005未満 0．005未満 0．005未満

基
礎
的
性
状

pH値 5．8以上8．6以下 8．2 6．9 7．4

味 異常でないこと なし なし なし

臭気 異常でないこと なし なし なし

色度 5度以下 1未満 1未満 1未満
濁度 2度以下 0．1未満 0．1未満 0．1未満

川西町水道・排水設備指定工事業者（工事店）一覧表

　　　　　　　　　　　　　　　（平成10年10月1日現在）

店　　　名 電話番号
指定の別

店　　　名 電話番号
指定の別

水道 排水 水道 排水

孫六商店㈱ 68－4503 ○ ○ 高　大　建　設 68－2378 ○

㈱吉楽土建 68－3511 ○ ㈲樋口水道
川西出張所 68－3036

○

㈱　ヒ　ノ　デ 68－2511 ○ ○ ㈱村山商会
川西出張所 68－3274

○

太　田　水　道 68－2238 ○ ○ ㈲金盛自動車工業 68－2057 ○

㈱山松商店 68－2029 ○ ○ 山家鉄工所 68－2158 ○

㈱北野工務店 68－2247 ○ ○ ㈲魚沼鉄工 52－2205 ○ ○

㈲星名建設 68－2085 ○ ㈱小千谷配管設備工業 0258
83－2111

○

㈱丸山工務所
川西出張所 68－3775

○ ㈲和伴設備 52－5958 ○ ○
㈱　美　佐　伝
川西出張所 68－2129

○ ○ ㈲諏訪部鉄工所 0258
86－2229

○ ○

㈱　　　拓　　　越

川西出張所 68－4062
○ ○ 渡　部　重　機 68－3691 ○

羽鳥建設㈱ 68－2527 ○ ㈲ナカ設備工業 58－4076 ○

北越上下水道㈱
川西営業所 68－2728

○ ○ ㈱小野嶋建設 025597－2118 ○

押木建設㈱ 61－1004 ○ ㈲ニシウラ管業 55－2823 ○

㈱魚沼重機工業 68－2193 ○ ㈲　旭　産　業 52－5596 ○

㈲松蔵建設 68－4025 ○ 佐　藤　資　材 025794－3105
○

村越工業㈱ 68－3632 ○ ㈱村山土建 52－3721 ○

㈱高橋工務店 68－3232 ○

◎
。
。
軌の
綜

井川建設㈱ 68－2181 ○

佐　藤　水　道 68－2776 ○ ○

　　上水道や排水設備の
　　工事は、上記指定工
　　業事業者（指定店）

　　　でなければ施工で
，〆閃

　　　　きません。

㈲新興住設
川西営業所 68－2352

○ ○

㈲増田工業 68－2195 ○
ご注意を。

高一工務店 68－3285 ○

㈱ワタナベ工務店 68－2544 ○

■
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
破
損
事
故
に
ご
注
意
を

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
凍
結
に
よ
る
　
　
凍
結
事
故
の
予
防
の
た
め
、
水
道
管
の

水
道
管
の
破
損
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
　
　
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
露
出
箇
所
を

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
つ
け
た
ら
、
保
温
剤
等
を
巻
く
な
ど

　
皆
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
水
道
管
が
露
　
　
の
事
故
防
止
対
策
を
お
忘
れ
な
く
。

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
通
過
し
た

水
に
つ
い
て
は
、
水
道
料
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
気
付
か
ぬ
う
ち
に
多
額
の
料

金
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
漏

水
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

汐
　
な
所

　
い
場

　
な
な

　
ぶ
ん

　
あ
こ

漏水はありませんか7

漏水は、水道メーターを確認するこ

とで簡単に発見することができます。

水道の蛇口を全部閉めた状態で、水

道メーターのパイロットが少しでも回

転していれば、どこかで漏水をしてい
ます。

漏水を発見したら、指定工事事業者

（工事店）へ修理の依頼をしてくださ

い。

　　　　　　　　（水の使用量を※この水道メ

　　　　　　　　表します）一ターは123m3
456尼と読みま
す

　　　　　　　ヨ　の　　　　　1㎞2．⑪
　　　　留⑫纈＼
　　　　　　　　（1m・未満の
パイロット　　　　　　　　　　　　水量を表わ

　　　水道メーター　　　します）

水道に関するお問い合わせは

環境整備課水道係

盈68－3111（内線102）

⑤10．11．10



立原さんがイメージサウンドをピアノで披露

町のイメージサウンドを発表
　10月25日、川西中学校体育館でり1晒サウンドオブマイタウン」発表会が

開かれ、集まったおよそ450人が町のイメージサウンドを楽しみました。

　昨年、町ピアノ開きコンサートが開かれたとき、ピアノとヴァイオリンの演

奏をしていただいた立原摂子さんと牧千恵子さんが即興で町のイメージを演奏

された曲がありました。それが「川西サウンドオブマイタウン」です。そし

て、この曲を残したいとお願いしたところ、作詞、作曲、編曲を加え、多くの

ミュージシャンのご協力で2種類の記念CDが完成、発表の運びとなりました。

”
卍
“

聴
”

不用品バザー収益金を寄付
　10月18日、総合センターでエリカの会（丸山キミ代表・会員40人）

主催による不用品バザーが開かれました。23日、その収益金45万円

がなかまの家と社会福祉協議会に寄贈されることになり、代表お二

人からなかまの家の渡辺理事長に手渡されました。

　エリカの会は、高倉国際村の人と地域の婦人方との親睦を図ろう

と、国際村の住人渡辺エリカさん（神奈川県在住）の呼び掛けで発

足したもので、バザーは今年で9回を数えます。

リ
カ
の
会
の
代
表
お
二
人
か
ら

付
金
を
受
け
る
渡
辺
理
事
長
（
右
）

作
業
衣
で
応
急
タ
ン
カ
を
作
り
、

ケ
ガ
人
の
搬
送
訓
練
を
す
る
団
員

局地地震を想定した訓練実施
　10月4日、町診療所駐車場周辺で、町消防団（清水善三団長・団員

362人）の秋季消防演習が実施されました。今年は、局地地震に襲われ

たという想定訓練を実施。南原寮屋上の避難者をはしご車で救出した

り、あかね園の入所者を緊急避難させたりして、実際さながらの訓練

に取り組みました。また、消防団員が自分の衣服で応急タンカを作り

ケガ人を搬送するなどの場面も見られました。私たちも、いざという

ときに落ち着いた行動が取れるよう日ごろから心掛けましょう。

ふるさとを考える集いを開催
　10月28日、町総合センターで「ふるさとを考える集い」が開催され、

およそ100人が県政について懇談をしました。この催しは、県政を推進

するため、県民二一ズを把握して施策に反映させたいということで、

十日町地域振興連絡協議会（十日町地域の県の出先機関）が町内の各

団体に呼び掛けたもので、YAROUKAI（やろうかい）、老人クラブ連

合会など9団体から、「在宅高齢福祉事業に恒久的配慮を」など10項目

が発表されました。 町内9団体から県への要望などが発表されました

町有地にブナの苗木を植える児童たち

町の木ブナを植林

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．11．10⑤



建築が進む町営住宅（左＝公営住宅、中央・右：特公賃住宅）

◎入居申込書受付期限
　12月25日㈹午後5時まで
　　（郵送での申し込みは不可）

タ
麟

　町では、来年4月から入居することのできる2種類の

町営住宅を、県立川西高等学校の西側に新築中です。こ

の住宅の入居者を次のとおり募集します。

公営住宅

●入居募集戸数　6戸

●住宅の構造、規模　高床式木造2階建て、自然融雪屋根、

　　　　　　　　　上下水道完備

　主な居室2階…居間兼食堂室（約10帖）、台所、浴室、洗

　　　　　　　面脱衣室、トイレ（洋式）

　　　　　3階…和室（6帖）、洋室（8帖）、サンルーム

●入居者の資格

　（1）～（3）のすべての要件を満たすことが必要となります。

　　（1）同居親族要件…同居又は同居しようとする親族がある

　　　方。

　　（2）入居収入基準要件…申込者と同居者の収入を含め（2

　　　人以上に収入がある場合は所得を合算します。）諸控除

　　　額を控除した後の収入月額が次の金額であることが必

　　　要です。

　　o一般の世帯…収入月額200，000円以下

　　018歳未満や障害者などの方がいる場合などで、定めた

　　　基準に該当する家庭…収入月額268，000円以下（詳しく

　　　は、係にお尋ねください。）

　　（3）住宅困窮要件　現に住宅に困っていることが明らかで

　　　ある方（詳しくは、係にお尋ねください。）

●入居の申し込みに必要な書類

　①入居申込書（建設課都市計画係に用意してあります。）

　②申込者及び同居させようとする親族全員の住民票謄本

　③平成9年分市町村・県民税課税証明書

　④家族全員の健康保険証の写し

　⑤その他（該当の有無により、別の書類が必要になります

　　ので、詳しくは、係にお尋ねください。）

●家賃　24，000円～52，600円（世帯の収入によって異なりま

　す。）

●その他

　①電気、ガス、上水道料金、電話、除雪経費、住宅団地内

　　の共同施設維持費用などは、入居者の負担となります。

　②小学校区は上野小学校、保育園は上野保育園です。　（な

　　お、保育園は保護者の選択が可能です）

●入居者の選考方法と入居決定時期

　　要件を満たした申込者が、入居募集戸数6戸を超えた場

　合は、来年1月中旬に予定している抽選会で入居者を決定

　　します。該当者には、抽選日時を改めて連絡いたします。

⑦10．11．10

特定公共賃貸住宅

●入居募集戸数　12戸

●住宅の構造、規模　高床式木造2階建て、自然融雪屋根、

　　　　　　　　上下水道完備

　主な居室2階…居間兼食堂室（約13帖）、台所、浴室、洗

　　　　　　　面脱衣室、トイレ（洋式）

　　　　3階…和室（6帖）、洋室（6帖）2室、サンルーム

●入居者の資格

　（1）～（3）のすべての要件を満たすことが必要となります。

　（1）所得要件…入居者及び同居親族の総所得額から、親族

　　控除などの控除した後の月額が20万円以上～60万1，000

　　円以下。（詳細の計算方法などは、係にお尋ねください。）

　（2）自らの居住要件…自ら居住しなければなりません。転

　　貸のためや、セカンドハウスとしての利用はできません。

　（3）同居親族要件…単身者の入居はできません。申込者本

　　人を含む2人以上の親族がいないと入居できません。

●入居の申し込みに必要な書類

　①入居申込書（建設課都市計画係に用意してあります。）

　②申込者及び同居させようとする親族全員の住民票謄本

　③平成9年分市町村・県民税課税証明書

　④家族全員の健康保険証の写し

　⑤その他（該当の有無により、別の書類が必要になります

　ので、詳しくは、係にお尋ねください。）

●家賃　50，000円程度

●賃貸借期問　3年間。更新も可能です。

●その他

　①電気、ガス、上水道料金、電話、除雪経費、住宅団地内

　の共同施設維持費用などは、入居者の負担となります。

　②小学校区は上野小学校、保育園は上野保育園です。　（な

　お、保育園は保護者の選択が可能です）

●入居者の選考方法と入居決定時期

　要件を満たした申込者が、入居募集戸数12戸を超えた場

　合は、来年1月中旬に予定している抽選会で入居者を決定

　します。該当者には、抽選日時を改めて連絡いたします。
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馨
国職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成10年4月1日現在）

区　　分
経験年数7年以上

　　　10年未満

経験年数15年以上

　　　20年未満

経験年数20年以上

　　　25年未満
■人件費の状況（普通会計決算）．

区分
住民基本台帳

（平成10．3．31）

歳　出　額

　　　　A
実質収支 人件費

　　　B

人件費率
（B／A）一般行政職

大学卒 　　　　　円226，400 　　　　　円324，033 　　　　　円340，066

高校卒 187，700 252，450 323，937

9年度
　　　人
8，477

49億
6，578万5千円

1億

8，153万2千円

10億

4，464万3千円

　　　％

21．0（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の

　　年数をいいます。

■人件費の状況（普通会計決算）

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の

　　年数をいいます。

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。
（平成10年4月1日現在）囹一般行政職の級別職員数の状況

囮職員給与等の状況（普通会計予算）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

参　　考 囮職員給与等の状況（普通会計予算）
1年前の構成比 5年前の構成比

区分
職員数

　A

給　　　与　　　費 1人当たり
給与費（B／A）7級 課　　　　　　長 4人 3．9％ 1．0％ 1．0％

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計B
6級 課長・課長補佐 11 10．8 13．9 8．1

5級 係長　・主任 25 24．5 21．8 15．2 10年度
　人
132

4億

8，165万　円 6，713万3千円

臆
2
，
768万9千円

臆
7
，
647万2千円

588万2千円

4級 主　　　　　　任 30 29．4 35．6 52．5
3級 主事　・技師 6 5．9 6．9 10．1 （注）1職員手当には退職手当は含みません。

　2給与費は6月補正後の予算に計上された額です。

囮職員の平均給料月額及び平均年齢の状況　（平成10年4月1日現在）

2級 主事　・技師 20 19．6 12．9 7．1

1級 主事　・技師 5 4．9 6．9 5．0

その他 1 1．0 1．0 1．0

計 102 100．0 100．0 100．0

区　分
一一般行政職 技能労務職

（注）1川西町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員級です。

　2標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

囮昇給期間短縮の状況

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

川西町 　　　円312，357 　歳41．0 　　　円274，154 　歳50．5
国 315，850 39．3 47．8

区　　　　　分 合　計 一般行政職 技能労務職 医療職

9
年
度

職　　員　　数　　A 129人 100人 25人 4人
團職員の初任給の状況　　　　　　　　（平成10年4月1日現在）

普通昇給期間（12～24月）を短縮

して昇給した職員数　　　　B
25 20 5 0

区　　分

川　　西　　町 国

比　　　　率B／A 19．4％ 20．0％ 20．0％ 0％

決定初任給
採用2年経過日

給料額
決定初任給

採用2年経過日

給料額
一般行政職

大学卒 173，000円 187，000円 173，000円 187，000円

高校卒 140，700 150，500 140，700 150，500

（注）1　職員手当には退職手当は含みません。

　　2　給与費は6月補正後の予算に計上された額です。

（平成10年4月1日現在）囮職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

（注）1川西町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員級です。

　　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

囮昇給期間短縮の状況

（平成10年4月1日現在）團職員の初任給の状況

％
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税
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知
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間
で
す
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か
な
暮
ら
し
を
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る
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私
た
ち
が
豊
か
で
安
心
し
た
暮
ら
し

を
営
む
た
め
に
は
、
個
人
や
民
間
組
織

だ
け
で
は
賄
う
こ
と
の
で
き
な
い
公
共

の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
が
不
可
欠
で
す
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
道
路
、
公
園
、

学
校
、
ご
み
処
理
場
な
ど
、
い
つ
も
当

た
り
前
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
警
察
や
消
防
の
よ
う
に
、

い
ざ
と
い
う
と
き
社
会
の
安
全
を
守
る

役
割
を
持
つ
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
税
金
は
、
こ
れ
ら
を
運
営
す
る
大
切

な
財
源
で
す
。
納
税
者
で
あ
る
私
た
ち

は
、
義
務
と
し
て
税
金
を
納
め
る
だ
け

で
な
く
、
税
金
の
仕
組
み
や
使
い
み
ち

に
つ
い
て
も
十
分
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

租
税
教
室
な
ど
を
開
催

　
国
税
庁
で
は
、
こ
の
よ
う
に
私
た
ち

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
税
に
つ
い
て
よ

り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
期

間
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
定
め
、
全

国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
と
し
も
「
こ
の
社
会
　
あ
な

た
の
税
が
い
き
て
い
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
　
「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」
を
週

間
テ
ー
マ
と
し
て
定
め
、
租
税
教
室
や

税
に
関
す
る
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、
多

く
の
人
に
税
金
の
意
義
や
役
割
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

808，000円

　　　【税金】の使いみち（謙あ雛鯉轟勤公共）

　　　　　国民一人当たりにかかる主な年間費用をみると…

ぜ

ρ
●
　
　
矯
舞
・

小学生

　　　　　　　●ごみ処理費

　　　　　　　　約19，800円

　　　中学生　　　高校生（全目制）

（鵯灘舞鞍藷編詳）

●医療費の公費負担額

　　約68，000円

　
今
後
、
ま
す
ま
す
進
展
す
る
高
齢
社

会
に
対
応
し
、
必
要
や
公
的
サ
ー
ビ
ス

を
賄
う
た
め
の
財
源
と
し
て
、
税
が
果

た
す
役
割
は
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
現
在
、
税
制
調
査
会
を
中
心
に
、

ど
の
よ
う
な
税
体
系
・
各
税
の
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
く
べ
き
か
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
社
会
を

支
え
る
コ
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
負
担
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
、
真
剣
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
『
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を

国職員手当の状況

当
分
分
分
分

手
月
月
月
月

勉
洛
洛
　
2

勤
0
0
　
1

　　　　　国
（9年度支給割合）

　期末手当
6月期1．6月分
12月期1．9月分
3月期0．55月分
　計　4．05月分

田丁

当
分
分
分
分

手
月
月
月
月

勉
。
6
裕
　
コ

勤
0
0
　
1

　　川　　西
（9年度支給割合）

　期末手当
6月期1．6月分
12月期1．9月分
3月期0．55月分
　計　4．05月分

区分

勤
勉
手
当

期
末
手
当

（支給率）自己都合　勧奨・定年

勤続20年　　21．0月分28．875月分

勤続25年　　33．75月分44．55月分

勤続35年　　47．5月分62．70月分

最高限度額60．0月分62．70月分

その他の加算措置
　　　　定年前早期退職特例措置

　　　　　（2％～20％加算）

退職時特別昇給
　　　　　1号俸

（支給率）自己都合　勧奨・定年

勤続20年　　21．0月分28．875月分

勤続25年　33．75月分44．55月分

勤続35年　　47．5月分62．70月分

最高限度額60．0月分62．70月分

その他の加算措置

　　　　勧奨の場合　1号俸
退職時特別昇給
　　　　25年以上勤続者　1号俸

9年度1人当たり平均支給額
　　　　　　　　13，930千円

退
　
職
　
手

職員数 対前年 退職時特別昇給 （2％～20％加算）
区 分

平成10年 平成9年 増減数 主な増減理由 当 25年以上勤続者　1号俸 退職時特別昇給
議　　会 2人 2人 人 9年度1人当たり平均支給額 1号俸
総務企画 23 25 △2 総務課付派遣職員（新潟県に派遣）等の減 13，930千円

税　　務 7 7 （注）退職手当の1人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に

民　　生 44 43 1 新規事業（介護保険）による増 支給された平均額です。

衛　　生 6 6 区分 区 分 国の制度と比較

一般行政部門
労　　働

農林水産 0
1
2

0
1
1

1 新規事業（中山間地総合整備事業）による増
扶
配偶者

配偶者以外の扶養親族のうち2人
16，000円
5，500円

商　　工

土　　木 3
1
2

3
1
0

2 新規事業（にぎわい空間創出事業）による増
養
手

ただし、配偶者のいない職員の場合には、
扶養親族のうち1人は　11，000円

同　じ

小　　計 109 107 2 当 その他扶養親族1人につき 2，000円

特別行政部門 教　　育 23 23
（満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は4，000円加算）

普通会計計 132 130 2 住
居

借家月額12，000円を超える家賃を支払っている職員に対し

　　て負担している家賃の額に応じて最高27，000円（家賃

公営企業等

病　　院

水　　道 6
5
9
5

△3 診療所窓口業務、運転業務の業務委託による減

手
当
　　が55，000円以上の場合）まで支給。
持家1，000円ただし、住宅を新築・購入した場合5年間は2，500円

同　じ

会計部門
下水道
その他 6
3

103 △4 事業量の減少、処理場の管理委託による減

通
勤

交通機関利用者負担している運賃の額に応じて最高45，000

　円まで支給。

小　　計 20 27 △7 手 交通用具使用者片道の使用距離に応じ、2，000円（2km以上
同　じ

A
口 計 152 157 △5 当 5km未満）から最高20，900円（片道40km以上）まで支給。

当

（注）退職手当の1人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に

　　支給された平均額です。

時勤

　務
間
　手

外当

支　　給　　総　　額 16，315　千円
9年度
職員1人当たり支給年額 104　千円

支　　給　　総　　額 17，548　千円
8年度
職員1人当たり支給年額 108　千円

（平成10年4月1日現在）団特別職の報酬等の状況

区　　　分 給料等月額 期　末　手　当

給　料

町　長

助　役

収入役

752，000　　円

581，000　　円

551，000　　円

9年度支給割合
6月期　1．6月分

12月期　1．9月分

3月期　0．5月分

　計　　4．0月分報　酬

議　長

副議長

議　員

261，000　　円

201，000　円
184，000　　円

（各4月1日現在）囮部門別職員数の状況と主な増減理由

　
尽
　
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
、
全
国
の
中
学

生
を
対
象
に
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

十
日
町
税
務
所
管
内
で
は
、
郡
市
内
か

ら
一
、
三
五
三
点
の
応
募
が
あ
り
、
う

ち
川
西
中
学
校
か
ら
は
二
二
三
点
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
で
も
税
に
つ
い
て
の
作
文
を
募
集
し

ま
し
た
。
郡
市
内
か
ら
四
九
一
点
が
集

ま
り
、
川
西
中
学
校
か
ら
は
五
一
点

（
三
年
生
の
み
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。　
な
お
、
川
西
中
学
校
の
税
に
関
す
る

教
育
の
熱
心
な
取
り
組
み
に
対
し
、
十

日
町
税
務
署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
標
語
・
作
文
の
入
選
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。
【
標
語
】

新
潟
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
明
日
へ
の
　
夢
を
た
く
そ
う
　
税
金

　
に
　
　
　
　
　
二
年
　
高
橋
　
愛
子

十
日
町
税
務
署
長
賞
　
優
秀

　
考
え
よ
う
　
税
の
役
割
　
明
る
い
未

　
来
　

三
年
平
野
徹

十
日
町
税
務
署
長
賞
　
佳
作

　
税
金
は
　
明
る
い
未
来
の
　
橋
渡
し

　
　
　
　
　
　
一
年
羽
鳥
佐
和
子

町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

〈
入
選
〉

　
夢
の
あ
る
　
住
み
よ
い
社
会
を
　
つ

　
く
る
税
　
　
　
二
年
　
丸
山
　
敦
史

　
あ
な
た
の
税
気
づ
か
ぬ
と
こ
ろ
で

　
い
き
て
い
る
　
二
年
　
大
久
保
直
子

　
こ
の
街
も
　
あ
な
た
の
笑
顔
も
　
税

　
金
で
　
　
　
　
二
年
　
高
橋
　
聡
子

　
よ
く
知
ろ
う
　
税
の
役
目
に
　
大
切

さ
　
　
　
　
一
年
平
野
菜
菜
子

納
税
は
　
明
る
い
未
来
の
　
第
一
歩

　
　
　
　
　
　
三
年
中
嶋
　
　
圭

〈
佳
作
〉

一
年
高
橋
奈
月
登
坂
悠
紀
登
坂

　
　
葉
月
　
永
井
明
光
　
山
口
大
樹

　
　
丸
山
恵
　
樋
口
未
央

二
年

三
年

【
作

小
川
千
春
　
川
崎
佳
美
　
高
津

久
仁
子
　
柄
沢
久
恵
　
小
幡
愛

佐
藤
渚
　
蔵
品
利
浩
　
市
川
真

寛
　
野
上
奈
津
子
　
羽
鳥
真
弘

星
名
宏
孝
　
高
橋
杏
里
　
佐
藤

由
典
　
蔵
品
み
さ
と

文
】

新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
税
金
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
三
年
　
目
黒
　
幸
枝

町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

〈
入
選
〉

「
輝
く
未
来
創
り
の
た
め
に
1
税
金
」

　
　
　
　
　
　
三
年
平
野
　
徹

「
税
と
仲
良
く
」
三
年
　
星
名
　
文
絵

〈
佳
作
〉

三
年
　
押
木
俊
輔
　
和
久
井
早
苗
　
田

　
　
中
亜
由
美
　
丸
山
裕
美
恵
　
藤

　
　
巻
弘
樹
　
星
名
亜
希
乃
　
星
名

　
　
陽
太
佐
藤
渚

十日町税務署長から表彰を

る生徒（去年の表彰式から）
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艶
⑨



傷

わたしたりぢのま考の
　　　　　　　●■■■■■　●

　　　　　　福乃一は “●　　●，’

　ご

へ

☆基調講演　パート1〔午後1時15分～〕

『市町村は今、

　　何をしていかなければならないか』

　厚生省介護保険制度施行準備室次長

　　　　　　　　　　　　神田裕二氏
介護保険という新しい制度導入を前に、市町村はど

う変わらなければならないのでしょうか。国が求める

市町村像とは……。

☆基調講演　パート皿〔午後2時～〕

『介護保険　行政がやるべきこと、

　　　　　　　　住民がやるべきこと』

　地方自治総合研究所政策研究部長　池田省三氏

　保険者となる市町村も、被保険者となる住民も不安

がいっばいの介護保険。行政と住民がいっしょになって

作り上げていかなければならないこの制度について、辛

ロ：なアドバイス？

☆パネルディスカッション〔午後3時～〕

『介護保険　なんでもQ＆A』

　◆パネラー　神田裕二氏／池田省三氏
　◆コーディネーター　菅野弘子氏（福祉自治体ユニット事務局長）

壇上の3人と参加者との質疑応答コーナー。官民両方

からの疑問点を分かりやすく説明していただきます。

■主催　十日町地域介護保険共同化検討協議会

　　（十日町市・川西町・津南町・中里村・松代町・松之山町）

■協賛　福祉自治体ユニット

■後援　厚生省、新潟県、十日町新聞社、十日町タイムス社、

　　　週報とおかまち社、津南新聞社、ザ・ニューズ、東

　　　頸新聞、新潟日報社、毎日新聞新潟支局、朝日新聞

　　　新潟支局、NHK新潟放送局、TeNYテレビ新潟　他

　※駐車場が限られていますので、なるべく相乗り等ご協力
をお願いします。なお、講演会についての問い合わせは、役
場福祉課高齢福祉係（68－3111内線232）へお願いします。

こ
ろ

と

十
日
町
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
今

　
　
　
ま
で
の
福
祉
制
度
と
は
全
く
変
わ
る
も
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
い
っ
た
い
ど

　
　
　
ん
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
？
十
日
町
地
域
介
護
保
険
共
同
化
検
討
協
議
会

　
　
　
　
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中
里
村
・
松
代
町
・
松
之
山
町
で
構
成
）
で
は
今

　
　
　
回
、
介
護
保
険
を
み
ん
な
で
考
え
る
た
め
の
講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
事
前
の
参
加

　
　
　
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
当
日
会
場
に
お
い
で
く

　
　
　
だ
さ
い
。
新
し
い
制
度
を
よ
り
よ
い
方
向
に
進
め
る
た
め
に
も
、
一
人
で
も
多
い
皆
さ

　
　
　
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

圃
十
－
月
－
－
十
七
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら

酉弼召フFτrコ』翻
　　　　　十日町駅

昭和町通り

至小仕

　　　　　　　　　　　　　　高
　　　　　　　　　　　　　　田
　　　　　　　　　　　　　　町
　　　　　　　　　　　　　　通
至津南　　　　　　　　　　　り

　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　．韻鰍π．，．．

繊労会館

会場
四累旧■＋日町

会場案内図
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　、鐡撚鱗騒講購騨
　　　　　　　　　　　　　　　．蹴　基礎工事が進む建設現場

多目的屋内体育施設の
　　　　　　　　　　　建設に着手

　r松葉荘」の近ぐに建設される多目的屋内体育施設の工事が、

来年3月の完成を目指して急ピッチで進められています。この

施設は鉄骨造り一部2階建て、建物面積1，379平方メートル、

事業費2億840万円をかけ、ゲートボールコート2面が整備

されます。また、この施設には、ピッチングマシンやテニスマ

シンを備えているので、テニスやバッティングの練習もできます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆目標
　アンケー一卜調査、上位計画、現況調査等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《5つの魅力》　　《目指す5つのまち》

を踏まえた川西町が目指すべきまちの将来　住む魅力　快適な暮らしのあ

像（案）を今回は掲載します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るまち

◆川西町のまちづくりコンセプト　　　　　美しい自然の魅力　豊かな自然と共生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するまち
　　　　人と自然による魅力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にぎわいの魅力　　にぎわいとふれあ
　　　　　創造型まちづくり
　　　．翻．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いのあるまち

　厚い人情、豊かな美しい自然は川西町の　　安らぎの魅力　　安全と安心のある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まち財産であり、将来も引き続き守っていくべ
きもので凱r人」、r自然」により、暮らし　　　活力の魅力　　ひと・まち・産業に

から観光までさまざまな魅ヵを創造できる　　　　　　　　　　元気のあるまち

まちづくりを進鳳「目指す5つのまち」の　　　　　　國

翠璽㌧＿＿＿＿＿．◎頚！、翫⑪5
◆憾鶴墓認．＿＿先．凱ゾ鰯、麺
にぎわいゾーン

・まちの核としての市街化を積極的に進め、都市活動の充実を図ります。

くらし・田園ゾーン

・農業的利用と住民の暮らしの共存を図り、より快適な暮らし環境づくりを進めます。

・より豊かな暮らしをめざし、働く場となる産業の場づくりをめざします。

やすらぎゾーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　D

・現在、ナカゴグリーンパーク、節黒城、

モトクロス場、松葉荘などが位置するエリ

アであり、今後もまちの保養レクリエーシ

ョン機能の充実を図ります。

ふれあいゾーン

・豊かな自然環境とのふれあいなど、自然

交流機能の充実を図ります。

お問い合わせやご意見は…

建設課都市計画係岱68－3111（内線322）

rぐ・

♪
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平
成
十
］
年
度

保
育
園
入
園
申
し
込
み
受
付
中

◆
受
付
期
限

　
十
一
月
二
十
日
働
ま
で

◆
申
し
込
み
方
法

　
役
場
福
祉
課
並
び
に
各
町
立
保
育
園

に
備
え
付
け
の
「
保
育
所
入
所
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
所
定
の
提
出

先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
規
児
童
分
の
申
し
込
み
は
、

役
場
福
祉
課
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
育
園
に
関
す
る
資
料
を
申

込
書
と
一
緒
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
書
添
付
書
類

○
新
規
入
園
で
家
庭
内
に
病
人
が
い
る

　
場
合
は
「
医
師
の
診
断
書
」

◆
注
意
事
項

○
心
身
の
障
害
な
ど
で
団
体
生
活
が
で

　
き
な
い
児
童
は
、
入
園
で
き
な
い
こ

，
と
が
あ
り
ま
す
。

上野保育園運動会から（10／3）

○
家
庭
内
に
入
園
希
望
児
が
二
人
以
上

　
い
る
と
き
は
、
各
児
童
ご
と
に
申
し

　
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

○
現
在
入
園
中
で
引
き
続
き
入
園
を
希

　
望
す
る
児
童
で
、
昨
年
の
申
し
込
み

　
時
に
「
保
育
の
実
施
を
希
望
す
る
期

　
間
」
を
二
年
以
上
で
申
し
込
み
を
さ

　
れ
た
児
童
分
に
つ
い
て
は
申
し
込
み

　
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
　
「
保
育

　
所
入
所
児
童
家
庭
調
査
表
」
を
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

○
家
庭
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、

　
申
込
書
は
直
接
家
族
の
方
が
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
盈
六
八

　
－
三
一
一
一
　
内
線
二
〇
四
）

◆
募
集
人
員
と
申
込
書
の
提
出
先

施設名 募集人員

千手保育園

就
学
前
児
童

80　人

南原保育園 45　人

上野保育園 60　人

橘保育園 80　人

仙田保育園 30　人

　
申
込
書
は
、
福
祉
課
児
童
福
祉
係
ま

た
は
各
町
立
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

一一第22回

町民マラソン大会結果

嫌

蓬
扇

　
十
月
四
日
、
川
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
発
着
地
点
と
し
て
、
第
二
十
二
回

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
折
激
し
い
雨
が
降
る
悪
コ

ン
デ
シ
ョ
ン
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
お

よ
そ
百
六
十
人
が
声
援
を
背
に
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。
各
コ
ー
ス
六
位
ま
で
の

方
を
紹
介
し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

◆
A
コ
ー
ス
（
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　
小
学
生
一
～
三
年
生
男
子

六五四三二一
位位位位位位

清山登小太村
水崎坂川田越

俊
介
（
橘
小
三
年
）

　
渉
（
千
手
小
二
年
）

諒
兵
（
上
野
小
二
年
）

　
涼
（
千
手
小
三
年
）

　
渉
（
橘
小
三
年
）

佑
樹
（
千
手
小
三
年
）

同
女
子
一
位
茂
野

二
位
丸
山

三
位
　
田
村

四
位
小
黒

五
位
藤
巻

六
位
尾
身

　
一
般
男
子

　
一
位
　
野
口

◆
B
コ
ー
ス

　
、

元気よくBコースを走り出した子供たち

愛
美
（
千
手
小
三
年
）

理
加
（
橘
小
三
年
）

知
佳
（
千
手
小
三
年
）

幸
世
（
千
手
小
三
年
）

知
美
（
橘
小
三
年
）

季
奈
（
千
手
小
三
年
）

正
行
（
橘
小
教
諭
）

　
　
　
　
（
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

d
学
生
四
～
六
年
生
男
子

五四三二一
位位位位位

丸
山
　
　
真
（
橘
小
六
年
）

藤
巻
　
　
繁
（
橘
小
六
年
）

南
雲
　
革
（
千
手
小
五
年
）

和
久
井
　
喬
（
橘
小
六
年
）

高
橋
　
大
地
（
仙
田
小
六
年
）

六
位
　
山
家

同
女
子

六五四三二一
位位位位位位

真
（
橘
小
六
年
）

丸
山
芽
衣
子

村
越
麻
美

富
井
愛
子

平
野
実
穂
子

山
崎
真
美

相
崎
沙
代
子

中
学
生
女
子

六五四三二一
位位位位位位

（
上
野
小
五
年
）

（
橘
小
六
年
）

（
上
野
小
六
年
）

（
千
手
小
五
年
）

（
橘
小
六
年
）

（
上
野
小
六
年
）

丸
山
　
慶
子
（
一
年
）

登
坂
　
春
菜
（
三
年
）

樋
口
　
恵
美
（
一
年
）

平
野
菜
菜
子
（
一
年
）

小
柳
可
奈
子
（
一
年
）

小
野
塚
直
子
（
一
年
）

　
一
般
男
子

　
一
位
小
田
尚
和
（
千
手
小
教
諭
）

　
二
位
金
子
　
勇
（
上
野
）

　
三
位
　
片
桐
　
正
二
（
上
野
）

　
一
般
女
子

　
一
位
　
押
木
　
晴
江
（
元
町
）

◆
C
コ
ー
ス
（
四
・
O
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　
中
学
生
男
子

六五四三二一
位位位位位位

平
野
　
高
行
（
三
年
）

藤
巻
　
雅
巳
（
三
年
）

大
久
保
　
樹
（
二
年
）

羽
鳥
　
　
渉
（
三
年
）

登
坂
　
竜
也
（
二
年
）

五
十
川
潤
（
二
年
）

一
般
男
子

一
位
小
田
　
尚
和

二
位
　
藤
巻
　
貴
士

三
位
　
押
木
美
代
治

一
般
女
子

一
位
小
川
め
ぐ
み

（
千
手
小
教
諭
）

（
塩
辛
）

（
元
町
）

（
赤
谷
）
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高
倉
の
天
狗
様
（上）

岩
瀬
金
　
子
　
幸
作

　
　
　
　
じ
い

五
郎
爺
さ
の
話

　
前
号
で
大
倉
天
狗
社
を
紹
介
し
た
ら

「
高
倉
に
は
本
当
の
天
狗
様
が
居
た
そ

う
だ
が
…
」
と
、
ご
質
間
を
う
け
た
の

で
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。
と
い
っ

て
も
、
高
倉
に
本
物
の
天
狗
や
天
狗
社

が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
。

　
今
か
ら
百
三
十
年
ほ
ど
前
に
、
高
倉

　
　
　
　
　
　
　
さ
ら

の
半
七
に
天
狗
に
擾
わ
れ
た
少
年
が
居

た
。
天
狗
界
で
数
奇
な
体
験
を
し
た
こ

の
少
年
が
人
間
の
世
界
に
も
ど
り
、
ご

く
普
通
の
社
会
人
に
成
長
し
て
結
婚
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
人
が
不
思
議
な

神
通
力
を
も
ち
合
わ
せ
た
こ
と
か
ら
天

狗
様
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
カ
リ

ス
マ
性
も
み
せ
な
が
ら
高
倉
で
一
生
を

終
え
た
五
郎
爺
さ
の
話
で
あ
る
。

天
狗
伝
説
の
背
景

　
仙
田
本
村
に
遠
い
昔
の
高
倉
は
鳥
も

通
わ
な
い
へ
き
地
で
、
天
狗
の
伝
説
が

生
ま
れ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
ム

ラ
で
あ
っ
た
。
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

　
　
　
　
　
　
み
ち
の
り

の
「
仙
田
之
谷
道
法
書
上
帳
」
に
も

「
高
倉
村
よ
り
中
仙
田
村
迄
二
里
二
十

町
程
、
此
澗
に
峠
ニ
ツ
、
谷
、
倉
、
坂

ヘ
ツ
リ
、
舟
渡
し
一
ヶ
所
御
座
候
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
し
た
が

え
ば
、
高
倉
か
ら
中
仙
田
へ
行
く
に
は

霧
谷
へ
降
り
て
峠
を
峯
伝
い
に
藤
沢
へ

抜
け
、
さ
ら
に
峠
を
越
え
て
下
田
戸
か

ら
越
ヶ
沢
口
に
至
り
、
長
瀬
の
渡
た
し

で
渋
海
川
を
越
え
て
中
仙
田
の
川
西
へ

出
た
こ
と
に
な
る
。

　
鷹
羽
山
す
そ
の
斜
面
に
位
す
る
高
倉

は
、
仙
田
で
一
番
の
高
地
に
八
十
戸
が

点
在
し
た
が
、
作
場
へ
通
う
に
は
急
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
ん

山
坂
や
難
路
が
多
く
、
運
搬
は
殆
ど
が

人
の
背
に
頼
る
重
労
働
だ
っ
た
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ぽ
う

し
、
肥
沃
な
天
然
の
適
地
が
高
倉
牛
募

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

や
百
合
の
球
根
を
産
出
し
、
寝
敷
用
其

ざ産
も
特
産
で
販
路
が
広
く
、
民
話
や
民

俗
も
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
半
田
リ
ト
前
民
生
委
員
が
紹
介
し
て

く
だ
さ
っ
た
室
島
の
川
崎
ハ
マ
（
旧
姓

高
橋
・
大
正
九
年
生
）
さ
ん
は
、
高
倉

の
佐
七
の
ネ
ン
ネ
サ
で
、
実
弟
が
天
狗

に
擢
わ
れ
た
人
の
長
女
と
夫
婦
で
あ
る

こ
と
か
ら
天
狗
様
の
話
は
生
き
字
引
の

よ
う
に
く
わ
し
い
人
で
あ
っ
た
。

　
「
お
前
さ
ん
、
話
せ
ば
長
く
て
キ
リ

が
な
い
ぜ
！
」
と
前
置
き
し
て
、
ハ
マ

婆
さ
ん
が
語
っ
て
く
れ
た
天
狗
様
の
話

は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

上
州
で
ヤ
ロ
ッ
コ
奉
公

　
士
農
工
商
が
平
等
の
世
の
中
に
な
っ

て
、
学
制
が
領
布
さ
れ
た
の
は
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
で
あ
る
。
高
倉
の
半

七
の
オ
ジ
に
生
ま
れ
た
五
郎
は
、
五
郎

右
衛
門
宅
に
開
校
し
た
組
合
立
の
高
倉

小
学
校
で
三
年
を
終
え
る
と
上
州
へ
田

　
と
う
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ょ
う
ざ
ん

植
田
人
に
や
ら
さ
れ
、
迦
葉
山
の
見
え

る
大
地
主
の
家
で
、
作
男
た
ち
に
追
い

ま
わ
さ
れ
な
が
ら
働
い
て
い
た
。

　
め
っ
た
に
雪
の
降
ら
な
い
こ
の
地
方

は
、
旧
正
月
を
過
ぎ
る
と
養
蚕
の
準
備

で
桑
畑
の
手
入
れ
が
始
ま
り
、
ま
た
、

ね
ぎ葱
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
の
仕
付
け
も
忙

が
し
く
な
っ
て
、
田
打
ち
や
畑
う
な
い

　
　
　
ま

の
後
に
撒
き
散
ら
す
肥
や
し
汲
み
と
、

重
い
肥
桶
を
作
場
ま
で
運
ぶ
難
儀
な
仕

事
に
明
け
暮
れ
る
。
五
郎
も
、
子
ど
も

用
の
小
型
の
肥
桶
に
詰
め
て
も
ら
っ
た

ダ
ラ
肥
（
人
糞
）
を
大
人
た
ち
と
一
緒

に
朝
早
く
か
ら
い
く
ど
も
運
び
、
そ
の

疲
れ
が
出
て
、
昼
食
が
済
ん
だ
あ
と
の

昼
休
み
に
は
死
ん
だ
よ
う
に
眠
り
こ
け

る
毎
日
が
続
い
て
い
た
。

か
ら
す鳥
天
狗
に
さ
ら
わ
れ
た

　
五
月
も
な
か
ば
を
過
ぎ
た
あ
る
日
、

五
郎
が
フ
ト
目
を
覚
ま
す
と
、
顔
の
赤

　
　
　
と
が

い
鼻
の
尖
っ
た
烏
天
狗
が
体
の
上
に
の

し
か
か
り
、
数
人
の
仲
間
が
手
足
を
押

さ
え
て
「
騒
ぐ
な
」
と
お
ど
し
た
。
驚

く
ま
も
な
く
、
五
郎
を
抱
え
た
天
狗
ど

　
　
う
ち
わ
　
　
　
あ
お

も
は
団
扇
を
扇
い
で
空
高
く
舞
い
上
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
っ
そ
う

り
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
、
欝
蒼
と
茂
る

杉
木
立
の
ふ
も
と
に
舞
い
降
り
た
。

　
オ
ッ
カ
ナ
ビ
ッ
ク
リ
、
五
郎
が
あ
た

り
を
見
ま
わ
す
と
、
ど
こ
か
ら
集
ま
っ

て
き
た
の
か
、
黒
い
冠
を
被
っ
た
臼
装

束
の
天
狗
た
ち
が
車
座
に
な
っ
て
五
郎

を
取
り
囲
ん
で
い
た
。
あ
た
り
が
静
か

に
な
る
と
、
首
領
と
思
わ
れ
る
大
天
狗

が
、
　
「
お
前
を
援
っ
て
き
た
の
は
、
見

ど
こ
ろ
の
あ
る
人
間
の
子
を
俺
た
ち
の

仲
間
に
し
た
い
か
ら
だ
。
今
か
ら
人
間

を
や
め
て
天
狗
に
な
れ
、
そ
の
証
し
に

　
　
そ
　
ば
　
　
そ
う
め
ん

こ
の
蕎
麦
と
素
麺
を
食
え
」
と
迫
っ
た
。

　
天
狗
に
な
ん
か
な
り
た
く
な
か
っ
た

が
、
そ
の
と
き
五
郎
は
腹
が
減
っ
て
い

た
の
で
食
べ
よ
う
と
思
い
、
木
の
皮
で

　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ

作
っ
た
碗
の
中
を
覗
い
た
ら
、
糸
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
み
み
ず
　
う
ご
め

う
に
細
い
無
数
の
蛆
矧
が
轟
い
て
お
り

ふ
き
　
　
　
　
　
　
て
し
お

蕗
の
葉
の
手
塩
の
中
に
は
青
大
将
の
輪

切
り
が
二
切
れ
盛
っ
て
あ
り
、
生
ゴ
ミ

に
似
た
異
様
な
匂
い
が
鼻
を
つ
い
た
。

天
狗
た
ち
は
こ
の
御
馳
走
を
手
で
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
つ
　
　
ま

み
、
持
て
成
し
の
料
理
だ
か
ら
と
美
味

そ
う
に
口
へ
運
ん
で
い
る
が
、
と
て
も

人
間
様
の
食
え
る
物
で
は
な
い
。
五
郎

は
空
腹
を
こ
ら
え
、
　
「
オ
ラ
、
オ
ッ
カ

ナ
イ
、
助
け
て
く
れ
」
と
大
声
出
し
て

泣
き
わ
め
く
う
ち
に
三
旦
二
晩
が
過
ぎ

た
。
五
郎
は
恐
ろ
し
さ
と
栄
養
失
調
で

　
　
　
　
や

す
っ
か
り
痩
せ
衰
え
て
し
ま
い
、
可
愛

か
っ
た
顔
の
相
も
日
増
し
に
悪
く
な
っ

て
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
死
ぬ
ほ
か

は
な
い
究
地
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
た
。

大
天
狗
の
温
情

　
　
　
　
　
　
　
つ

　
ま
る
で
何
か
に
愚
か
れ
た
よ
う
に
恐

　
お
の
の
　
　
　
　
　
　
　
ふ
び
ん

れ
懐
く
五
郎
を
不
欄
に
思
っ
た
の
か
、

大
天
狗
が
、
　
「
こ
の
有
様
じ
ゃ
仲
間
に

す
る
の
は
無
理
だ
。
お
前
の
好
き
な
所

へ
帰
し
て
や
る
。
こ
の
札
を
持
っ
て
ど

こ
へ
で
も
行
け
」
と
言
っ
て
金
剛
山
の

天
狗
伝
説
を
生
ん
だ
高
倉

鉄
製
の
御
札
を
二
枚
く
れ
た
。

　
五
郎
が
「
俺
は
越
後
国
仙
田
谷
の
半

七
の
オ
ジ
だ
。
上
州
で
な
く
て
高
倉
の

家
へ
帰
し
て
く
れ
」
と
頼
む
と
、
擾
っ

た
と
き
の
天
狗
が
五
郎
を
抱
え
て
舞
い

上
が
り
、
ア
ッ
と
い
う
ま
に
三
国
の
山

を
越
え
て
、
高
倉
薬
師
の
上
り
坂
に
茂

る
天
狗
の
松
の
根
元
に
降
ろ
し
た
。
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
こ

わ
て
た
五
郎
が
、
　
「
此
処
じ
ゃ
な
い
、

半
七
だ
」
と
叫
ぶ
と
ま
た
空
を
飛
び
、

権
現
山
を
ひ
と
ま
わ
り
し
て
、
半
七
の

が
ん
ぎ
雁
木
の
、
雨
ん
ば
ち
の
当
た
る
地
べ
た

へ
降
ろ
し
て
く
れ
た
。
天
狗
た
ち
は
、

「
お
前
に
は
オ
ラ
の
神
通
力
が
授
か
っ

た
は
ず
だ
。
デ
ッ
カ
ク
な
っ
た
ら
世
の

た
め
人
の
た
め
に
つ
く
せ
」
と
言
い
残

し
て
飛
び
去
っ
た
。
　
（
以
下
は
、
新
年

号
に
掲
載
し
ま
す
）
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自
衛
隊
生
徒
募
集

　
次
の
と
お
り
平
成
1
0
年
度
自
衛
隊
生

徒
を
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
平
成
1
1
年
4
月
1
日
現
在
1
5
歳
以
上

17

歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者

（
来
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者
含
む
）

【
受
付
期
間
】

　
平
成
1
1
年
1
月
4
日
㈲
ま
で

【
試
験
日
】

　
平
成
1
1
年
1
月
5
日
㈹

【
待
遇
】

雪
9
、
墾
◆
．
撫
◆
．
拳
◆
撫
◆
毒
◆
毒
◆
．
畢
◆
も
．
◆
≒
◆
．
．
￥
◆
も
◆
・
毒
◆
毒
◆
・
一
号
◆
・
議

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

㎜
戸
籍
の
窓
か
ら
㎜

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

◆
撫
◆
‘
讐
・
◆
も
7
◆
も
7
◆
・
亀
一
．
◆
も
7
◆
‘
撃
◆
毛
7
◆
垂
・
◆
も
・
◆
冒
幸
◆
『
色
マ
◆
，
幸
◆
晶
罷
■
◆
‘
零

う
ぶ
声
～
お
す
こ
や
か
に

田
口

横
山

星
名

南
雲

杢た誉査　、一り
宮逡　紀き　徹三　直駅

　　　　　つ弘正真俊君　佳敏
　紀　 敬

子一子一江　代行
木
落

中
央
町

沖
立

中
仙
田勿ヲ

　
生
徒
教
育
3
年
修
了
時
に
は
、
次
の

高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

＊
陸
上
自
衛
隊
　
神
奈
川
県
立
湘
南
高

　
　
　
　
　
　
　
等
学
校

＊
海
上
自
衛
隊
　
広
島
県
立
西
高
等
学

　
　
　
　
　
　
　
校

＊
航
空
自
衛
隊
　
私
立
科
学
技
術
学
園

　
　
　
　
　
　
　
高
等
学
校

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　
〒
9
4
0
－
0
0
8
2

　
長
岡
市
千
歳
1
1
3
1
2
7
　
自
衛
隊

　
新
潟
地
方
連
絡
部
　
長
岡
出
張
所

　
　
（
暦
0
2
5
8
1
3
3
－
0
2
5
6
）

星
野

岡
本

美み　元壕
樹き　紀き

克
優
美
野
・

和
誠
美
仁
田

昇
天
～
ご
め
い
福
を
祈
る

平須茂南保野関川竹北清
野藤野雲坂沢口崎口村水
　　　　菊三
キトナリ太代純　武健祐
イミカト郎蔵一直治二一
10189　88　87　84　76　75　73　69　57　28

（
一
夫
）
上
野

（
本
人
）
東
善
寺

（
本
人
）
上
野

（
弘
明
）
室
島

（
智
）
中
央
町

（
本
人
）
野
口

（
本
人
）
大
臼
倉

（
泰
朗
）
中
仙
田

（
実
）
室
島

（
本
人
）
発
電
所
通
り
東

（
菊
枝
）
上
町

（
1
0
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

　
　
　
排
出
濃
度
測
定
結
果
の
お
知
ら
せ

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
で

は
7
月
2
9
日
、
ご
み
焼
却
処
理
施
設

（
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
i
）
か
ら
排

出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
分

析
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
か
ら
排
出
さ
れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
濃
度
は
2
・
2
ナ
ノ
グ
ラ
ム
（
ー
ナ

ノ
グ
ラ
ム
は
1
0
億
分
の
ー
グ
ラ
ム
）
で

●

～ふるさと新潟を語る～

し
た
。
こ
の
濃
度
の
値
は
、
現
在
厚
生

省
が
緊
急
対
策
基
準
（
1
4
年
1
2
月
ま
で

の
目
標
数
値
）
と
し
て
示
し
て
い
る
8
0

ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
恒
久
対
策
基
準
（
1
4
年
1
2

月
以
降
の
目
標
数
値
）
と
し
て
示
し
て

い
る
5
・
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
も
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
主
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を
燃
焼
す
る

【日時】11月21日位）
　　　　　午後2：00～4：00

【会場】仙田小学校体育館
ドロロドラロロロロ　　ロロロロドロラロココドロドロロじしロロロロロ　ぺ

1入場無料1監＿．一＿一蘭＿．．＿．働＿＿．．一一．一＿．．一．．＿一周一．一＿薗」

◎会場には駐車場が十分にありません。

　相乗り又は路線バスをご利用ください。

お問い合わせ

　仙田小学校PTA姪69－2006

と
き
に
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を

抑
え
る
た
め
に
は
、
施
設
の
適
切
な
管

理
運
営
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
ご
み
の

減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
こ
れ
か
ら
も
廃
棄
物
処
理
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
万
全
を
期
し
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
間
い
合
わ
せ

　
十
日
町
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
（
a
52
1
3
9
2
4
）

10．11．10⑭

タ
暮
れ
ど
き
の
交
通
事
故

　
昼
間
が
だ
ん
だ
ん
短
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
時
間
は
ま
だ
早
い
の
に
辺
り
は

も
う
ほ
の
暗
い
ー
。
交
通
事
故
は
こ

う
い
う
と
き
に
よ
く
起
こ
り
ま
す
。
中

で
も
目
に
付
く
の
が
お
年
寄
り
の
事
故
。

歩
い
て
い
る
お
年
寄
り
が
交
通
事
故
に

遭
っ
て
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
の
半
分
近
く

が
、
夕
刻
か
ら
夜
八
時
ご
ろ
の
間
に
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　
赤
信
号
な
の
に
横
断
歩
道
を
渡
っ
た

り
、
何
か
を
思
い
出
し
て
突
然
立
ち
止

ま
っ
た
り
し
て
し
ま
う
な
ど
と
い
う
こ

と
も
、
お
年
寄
り
に
は
あ
り
が
ち
で
す
。

ど
ん
な
場
面
に
遭
遇
し
て
も
、
と
っ
さ

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
夕
暮
れ
ど
き

は
特
に
慎
重
な
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。



益
目

意　（
敬
称
略
）

広
報
発
行
に

　
渡
辺
　
芳
子
（
相
模
原
市
）

一
万
円

　
　
　
　
訂
　
正

　
十
月
十
日
号
広
報
か
わ
に
し
「
敬
老

の
日
三
十
九
人
に
祝
い
品
を
贈
る
」
の

写
真
説
明
で
、
高
橋
シ
ン
さ
ん
と
ご
家

族
が
、
茂
野
ナ
カ
さ
ん
と
ご
家
族
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
祝
い
を
受

け
た
お
名
前
で
、
茂
野
ナ
カ
さ
ん
が
滋

野
ナ
カ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
　
表
紙
の
写
真

　
十
月
二
十
五
日
、
町
総
合
体
育
館
で
、

第
十
一
回
健
康
づ
く
り
町
民
つ
な
ひ
き

競
技
会
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
低
学
年

の
部
か
ら
一
般
の
部
に
、
合
わ
せ
て
十

六
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
秋
の
一
日

を
つ
な
ひ
き
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
引
く
も
耐
え
る
も
、
そ
の
チ
ー
ム
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
作
戦
ひ
と
つ
で
勝

敗
が
大
き
く
影
響
し
た
場
面
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
結
果
紹
介
（
一
位
の
み
）

◆
小
学
生
低
学
年
の
部

一
位
ひ
ま
わ
り
だ
っ
ち
ゅ
う
の

◆
小
学
生
高
学
年
の
部

一
位
モ
ク
ラ
ク
タ
ロ
ー

◆
一
般
の
部

一
位
木
落
A

小
わ
に
レ

　
　
　
岬
壇
高
崎
正
風
選

よ
き
日
和
隣
り
の
柿
も
色
づ
き
ぬ

カ
ラ
カ
ラ
と
病
葉
我
を
追
い
ぬ
き
し

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

来
る
人
も
な
き
水
打
っ
て
老
い
に
け
り

立
秋
の
ポ
ス
ト
に
は
が
き
落
と
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

無
花
果
を
甘
く
煮
込
み
て
夕
餉
か
な

大
根
を
吊
し
終
り
し
安
堵
か
な

　
　
　
　
　
　
田
中
町
石
沢
澄
代

牛
勇
引
く
老
の
一
徹
ま
だ
あ
り
ぬ

雨
脚
の
迅
さ
に
た
た
む
豆
莚

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

家
こ
ぼ
し
の
空
地
の
広
し
秋
の
蝶

返
り
花
映
れ
る
池
の
鯉
跳
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

菊
の
花
確
か
め
て
よ
り
出
勤
す

ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
や
天
高
し

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

ふ
る
さ
と
を
恋
ひ
つ
つ
行
け
ば
野
菊
咲
く

茸
狩
や
競
ふ
気
持
ち
に
な
っ
て
い
し

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

菊
展
や
ぶ
こ
つ
男
の
ほ
め
言
葉

秋
の
日
の
都
会
に
里
の
風
を
聴
く

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

生
け
垣
に
金
木
犀
の
香
り
か
な

新
米
の
味
の
大
き
な
握
り
め
し

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

そ
ぞ
ろ
寒
無
言
で
帰
る
通
夜
の
客

通
夜
更
け
て
ち
ち
ろ
の
声
の
高
ま
り
し

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
寸
　
　
　
　
T
」

命
日
に
新
米
炊
い
て
供
え
け
り

ひ
た
ひ
た
と
波
穏
や
か
に
能
登
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

休
め
田
も
こ
・
ま
で
と
決
め
秋
耕
す

燕
去
る
機
場
に
機
の
音
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
雄

絵
手
紙
に
大
き
く
描
く
柿
赤
し

遠
山
は
夕
焼
け
に
け
り
野
菊
濃
し

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

台
風
裡
心
痩
せ
ゆ
く
思
い
か
な

じ
ろ
ば
た
と
い
う
名
の
店
や
生
ビ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

新
米
を
持
ち
て
列
車
の
人
と
な
り

灯
下
親
し
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
五
〇
〇
片

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

秋
天
を
突
く
旧
邸
の
大
樫

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

嫁
話
し
新
酒
を
下
げ
て
来
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

葱
の
柵
終
り
の
土
を
盛
り
上
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

流
星
の
一
天
見
つ
め
夜
も
す
が
ら

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

星
月
夜
送
電
線
の
は
る
か
な
る

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

駅
ご
と
に
松
茸
並
べ
売
っ
て
居
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

美
し
き
心
に
菊
の
手
入
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

コ
ス
モ
ス
の
陰
を
映
し
て
障
子
貼
る

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

●休日救急医

11月15日第二藤巻医院（上　野）

　　　　奮　68－2018

　　〃　上村医院（中里村1

　　　　盈63－2111
　22日大熊内科医院（山本町）

　　　　智　52－7066

　23日山口医院（下条）
　　　　費　55－2003

　　〃　津南病院（津南町）

　　　　奮　65－3161

　29日長山医院（津南町）

　　　　盈　66－2877

　　”　中条病院（中条）

　　　　盈　57－3018

12月6日大島医院（川原町）

　　　　盈　52－2957

　13日大坪医院（四日町）

　　　歪｝　57－6100

転
倒
を
防
ぐ
住
ま
い
の
工
夫

　
加
齢
と
共
に
、
筋
力
の
低
下
・
平
衡

機
能
や
目
・
耳
の
衰
え
か
ら
転
び
や
す

く
、
家
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
で

も
つ
ま
ず
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
寒
い
季
節
に
は
、
更
に
そ
の
傾

向
が
増
す
よ
う
で
す
。
転
倒
に
よ
る
骨

折
か
ら
寝
た
き
り
に
な
る
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
転
倒
を
防
ぐ

住
ま
い
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

　
居
間
H
コ
タ
ッ
や
ス
ト
ー
ブ
の
季
節

で
す
。
端
が
め
く
れ
て
つ
ま
ず
き
や
す

く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
コ
ー
ド
が
通

り
道
を
横
切
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
生
理
整
頓
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
廊
下
“
床
と
敷
居
に
は
段
差
が
で
き

て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
ず
き
や
す
い
方

は
く
さ
び
型
の
傾
斜
面
を
作
る
と
、
つ

ま
ず
き
が
軽
減
で
き
ま
す
。
　
（
図
1
）

　
階
段
”
足
元
が
明
る
く
で
き
れ
ば
良

い
で
し
ょ
う
。
す
べ
り
止
め
、
手
す
り

な
ど
も
あ
れ
ば
安
全
で
す
。
　
（
図
2
）

　
玄
関
H
マ
ッ
ト
が
ず
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
段
差
が
か
な
り
あ
る

よ
う
な
ら
、
ス
ノ
コ
な
ど
を
用
い
て
。

中
段
を
設
け
る
の
も
良
い
方
法
で
す
。

　
浴
室
H
転
倒
し
や
す
い
場
所
の
代
表

格
で
す
。
ス
ノ
コ
な
ど
を
使
っ
て
段
差

を
な
く
す
工
夫
や
、
マ
ッ
ト
な
ど
に
は

す
べ
り
止
め
が
必
要
で
す
。
浴
槽
の
底

に
も
す
べ
り
止
め
も
マ
ッ
ト
を
敷
く
と

よ
り
安
定
し
ま
す
し
、
浴
槽
に
取
り
付

け
る
手
す
り
も
市
販
さ
れ
て
い
享
・
騒

タ
オ
ル
掛
け
な
ど
を
手
す
り
代
わ
り
に
⑱
⑱

す
る
の
は
、
不
安
定
で
か
え
．
て
危
険
鞠

で
す
．
　
　
　
　
　
騒

近
ご
聴
、
家
の
中
に
手
す
り
を
付
躍

け
ら
れ
て
し
る
逡
も
多
い
よ
う
で
す
．
駈

聡
購
羅
糖
羅
鋤
鱒

み
に
手
す
り
を
付
け
て
も
、
使
え
な
か

っ
た
り
、
邪
魔
に
な
っ
た
り
し
て
い
る

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
の

専
門
家
な
ど
に
相
談
し
、
必
要
な
所
に

必
要
な
物
が
用
意
で
き
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
体
は
、
ス
ネ
の
筋
肉
が
衰

え
つ
ま
先
が
上
が
ら
な
く
な
る
と
つ
ま

ず
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

足
首
を
柔
ら
か
く
し
、
つ
ま
先
の
上
下

運
動
を
し
て
お
く
こ
と
も
、
転
倒
の
予

防
策
の
一
つ
で
す
。

丸みをも

たせる。

先端は5～6㎜の
段差を限度にして

丸みをもたせる。

床と敷居の段差をな

くすには、くさび型

の傾斜面を作る。

判，撫、、

つま先が引っかからない
ように面をとる。

▲図1

図2》
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ご
利
用
く
だ
さ
い
観
光
年
賀
は
が
き

　
町
で
は
、
今
年
も
観
光
宣
伝
事
業
の

一
環
と
し
て
、
　
「
か
わ
に
し
い
い
と
こ

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
選
作
品
の
中
か

ら
三
点
を
年
賀
状
に
刷
り
込
み
ま
す
。

　
年
賀
状
は
、
町
内
の
郵
便
局
と
販
売

所
で
購
入
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
　
（
は
が
き
に
刷
り
込
む
大
き
さ

は
、
お
お
む
ね
5
・
5
㎝
×
3
・
8
㎝

で
、
こ
の
写
真
は
実
寸
と
は
異
な
り
ま

す
。
）

》
ぶ
な
林
散
策

一
九
九
八
年
版

町
勢
要
覧
を
お
送
り
し
ま
す

　
町
内
の
全
世
帯
に
は
、
十
月
二
十
日

に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
町
外
に

お
住
ま
い
の
方
で
ご
希
望
が
あ
れ
ば
お

送
り
し
ま
す
。
送
料
（
切
手
）
を
同
封

の
う
え
、
役
場
総
務
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
内
の
方
で
さ
ら
に
ご
希
望

の
方
は
、
お
い
で
く
だ
さ
れ
ば
い
つ
で

も
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
し
、

お
一
人
三
部
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▲暁（あかつき）
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▲「星空のおさら」

5年生高橋恵梨奈さん
▲「楽しいえん足」

2年生市川ひかる　さん

・働

（12月号は川西中学校です）


